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第14回日本MOT学会総会による2019年度活動の紹介
川邊　安彦∗1

日本MOT学会は，2019年 6月 30日（日）東京工業
大学 CIC（東京都，田町）において総会を開催し，2019
年度活動計画を確認しました．

2018年度実績は，他外部団体との協業イベント 7件
と日本MOT学会独自イベント 7件の合計 14回を実施
し，月１回以上の企画の実績を残しております．2018年
度からは，学会としての情報展開方法も SNSなどを利
用し，早く広く情報の展開に努めてまいりました．
今回は，横幹連合情報媒体の中で本学会をご紹介いた

だけることになり大変感謝しております．内容について
は，学会 HPではまだ掲載していない 2019年度活動の
ご紹介になります．

（１）会員サービスの向上
学会ホームのコンテンツの充実強化での改訂を行ない

ます．昨年に引き続き，ジャーナルの電子発信や「Face-
book」等の SNSによるイベントや他団体とのイベント
開催情報の発信に加えて，他学会との連携でのMOTに
必要な情報の発信を行ないます．また，論文記述法のセ
ミナーも開催予定です．

（２）会員数増加の施策
新たな試みとして非会員でMOTに関心をもつ方を現

会員に推薦頂き，セミナーや企業見学会に無料でお招き
して入会への動機づけを行なう企画を準備致します．
また，MOTの歴史的な発展の経緯や技術動向の大き
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な変化を踏まえつつ，新たなMOTのあり方や役割の検
討会を発足する予定であります．技術経営の重要性を広
くお知らせしたいと考えております．

（３）査読論文の掲載
オンラインジャーナル化で会員の論文アクセスの利便

性が高まりました．
査読論文の掲載数を増やす努力を引き続き促進した上

でこれまで以上に会員への研究成果のよりよい発表の場
を提供し，社会への情報発信を強化していくように準備
中でございます．

（４）第 11回年次研究発表会の開催（2020年 3月予定）
関東圏で開催（詳細が決まり次第，学会員に通知致し

ます．）を計画しております．発表案件は，本年 11月頃
より募集する予定で従来より少し時間的な余裕を持つよ
うな企画日程を考えております．

（５）講演会・見学会開催，他の学会協会との交流推進
昨年度同様に他の学会，産業界から研究者を招き講

演会を開催すると共に，例年通り企業見学会を計画す
る予定です．また，日本MOT振興協会等，他の学団体
との連携も拡大していく予定を考えております．内容の
中には，最新の話題である SDG’sや Society 5.0時代の
IoT/AIを考慮したセミナーや検討会の充実化も図りま
す．
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